
₁． はじめに
　₁₉₈₂年 ₇月₂₃‒₂₄日に発生した九州豪雨の先行研究
は，梅雨前線中規模低気圧とそれに伴って発現した小
規模降水系を調べている．長浜（₁₉₈₄）は九州豪雨に
関連した中規模低気圧とその環境場の状況を次のよう
に報告した：「₅₀₀hPaの弱いトラフに伴った梅雨前線
低気圧は中国東部から対馬海峡上に進んだ．この低気
圧の温暖前線の近傍で長崎豪雨が発生した」　Ogura 
et al.（₁₉₈₅）は九州豪雨の経過を「対馬海峡上の中規
模低気圧から南東に伸びた温暖前線近傍で豪雨が発生
した．豪雨初期に降水バンドが南下した後，長崎近傍
に停滞しバンド状から塊状に変化し，海上で発生した
降水系の合流・併合が見られた．豪雨の過程は，降水
バンド南下，停滞・塊状への再組織化，熊本豪雨の ₃
ステージに分けられる」と報告した．二宮（₂₀₂₁a，b）
はこの中規模低気圧の発達過程と低気圧内部のメソス
ケール降水系を解析した．
　上記の先行研究は九州豪雨以後の状況について言及
していない．この低気圧に伴った豪雨は九州で終止し

たのであろうか？　この疑問が本調査の動機である．
　この疑問を持って本低気圧事例に関する下記の報告
を再確認した．Ninomiya et al.（₁₉₈₄）は古賀・山岸
（₁₉₈₄）が開発した₁₁層₄₂km格子モデルを使用して再
現実験を行った．この実験は₂₄‒₂₅日に四国・紀伊半島
南岸に大きな降水量を再現していた．二宮（₂₀₂₀）に
よる₁₉₈₂年 ₇月の日本全域における梅雨前線低気圧に
伴う降雨変動の解析も₂₃‒₂₄日の九州豪雨後の四国近
傍の強雨を示していた．
　本報告では，この「四国・紀伊豪雨」の状況を観測
データ・再解析データによって調べる．

₂． 使用した観測データ・再解析データ・解析図
（₁） 西日本の気象庁高層・地上観測・地域観測データ
（₂） 室戸レーダ観測データ
（₃） 再解析データ：ERA₄₀（Uppala et al. ₂₀₀₅）
（₄） 静止気象衛星（GMS）の赤外（IR）雲画像・雲頂

黒体温度（TBB）分布図（気象衛星センター　₁₉₈₂）
（₅） 気象庁印刷天気図
（₆） 気象庁予報作業で使用した図
　第 ₁図に本報告で言及する観測点を示す．気象官署
に国際地点番号を付した（国際地域番号₄₇は省略）．地
域観測所には「Lと地域観測所番号」を付した．
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九州豪雨に継続した 
₁₉₈₂年 ₇月₂₄‒₂₅日の四国・紀伊豪雨の事例調査

二　宮　洸　三＊

要　旨

　₁₉₈₂年 ₇月₂₄‒₂₅日に四国・紀伊半島で発生した豪雨を観測データと再解析データに基づいて調べた．₂₃‒₂₄日に
対馬海峡上で発達した梅雨前線低気圧の暖域で発生した複数の降水系が九州豪雨をもたらした．低気圧は₂₄日₁₂時
以後山陰地方近傍で衰弱し九州の豪雨は終息したが，₂₄日₁₂時には衰弱期の低気圧南側で湿潤南西流が強まり，そ
の近傍で発生した降水バンドが四国・紀伊半島に豪雨をもたらした．九州豪雨と四国・紀伊豪雨は₂₃‒₂₅日に西日本
を通過した梅雨前線低気圧に伴った一連の降水現象であった．



₃． ₇月₂₃‒₂₅日の梅雨前線中規模低気圧と豪雨
　₂₁日に中国大陸で発生した低気圧は₂₃‒₂₄日に対馬
海峡上で発達し，低気圧暖域東側に南風下層ジェッ
ト・強い上昇流が発現し，低気圧暖域で持続した雲ク
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第 ₁図　 本報告で言及した観測点の地図．気象官
署（●）に国際地点番号を付した（国際地
域番号₄₇は省略）．地域観測所（○）には

「Lと地域観測所番号」を付した．

第 ₂図　 a）は₂₃日₀₀時（UTC），b）は₂₄日₀₀時，
c）は₂₅日₀₀時の₈₅₀hPa天気図．等高度線
は₃₀m間隔． ₁矢羽根は₁₀ノット（約₅.₁
ｍ/s）の風速を示す．

第 ₃図　 a）₂₂日₁₅時－₂₃日₁₅時，b）₂₃日₁₅時－₂₄
日₁₅時，c）₂₄日₁₅時－₂₅日₁₅時の₂₄時間
降水量分布図．各地点の降水量を挿入図
の記号で示す．



ラスター内部の降水系が豪雨をもたらした．その後低
気圧は山陰地方に東進したが₂₄日₁₂時（UTC）以降衰
弱し九州豪雨は終止した（二宮　₂₀₂₁a，b）．
　第 ₂図 a，b，cは₂₃日₀₀時，₂₄日₀₀時，₂₅日₀₀時の
₈₅₀hPa解析図である．₂₃‒₂₄日，低気圧は対馬海峡上
で発達し中心高度は₁₃₈₀mに深まった．₂₅日には低気
圧は東の高気圧に東進を阻まれ西日本上空で衰弱し
た．₂₅日₀₀時には閉じた等高度線は見られないが中国
地方に低気圧性循環が見られ，その南方で南西流が強
まった．
　第 ₃図 aは₂₂日₁₅時‒₂₃日₁₅時，bは₂₃日₁₅時‒₂₄日
₁₅時，cは₂₄日₁₅時‒₂₅日₁₅時の₂₄時間降水量分布図
（各地点の降水量を挿入図の記号で示す）である．₂₂日
₁₅時‒₂₃日₁₅時には豪雨域は九州北西部にあった．豪
雨域は₂₃日₁₅時‒₂₄日₁₅時には九州中・南部に移り，さ
らに₂₄日₁₅時‒₂₅日₁₅時には四国・紀伊半島に東進し
ている．

₄． 四国・紀伊豪雨期間の総観場の変化
　第 ₄図は₇₇₈（潮岬）の上層風の p‒時間分布図であ
る．₉₀₀‒₈₀₀hPaでは，₂₄日₀₀時までは南東風が強く，
₂₄日₁₂時には南風が強まり₂₅日₀₀時まで続いた．四
国・紀伊豪雨は南風の増加に伴っている．₂₃日₁₂時（九
州豪雨時）には低気圧暖域東縁の福岡で南風下層
ジェット流が観測されたが（二宮　₂₀₂₁a），₂₄日₁₂時の
下層強風は低気圧南東の潮岬で観測された．潮岬の下
層南西風は₂₅日₁₂時には弱まった．
　四国・紀伊豪雨前後の海面気圧の変化も調べる．第
₅図は₂₃日₀₆時‒₂₅日₀₆時の₇₄₁（松江），₈₉₈（清水），
₈₉₉（室戸），₇₇₈（潮岬）の海面気圧の時系列である．
₂₄日₀₆時には低気圧は九州近傍に位置しており（地上
天気図省略），松江・清水・室戸で海面気圧が低下し
た．松江と潮岬の間の大きな気圧差は₂₅日₀₃時まで継
続した．
　次に四国・紀伊豪雨の環境場を ERA解析図によっ
て観察する．第 ₆図は₂₄日₁₂時（四国における降水極
大期）の ERA₉₂₅hPa解析図である．第 ₆図 aは風速，
bは比湿，cは水蒸気流束，dは発散の解析図である．
第 ₆図 aでは東シナ海から九州・四国に伸びる強い南
西風ゾーンが見られる．関東地方南部には高気圧性循
環があり，その南西側を巡る南東風と前記した南西流
の境界が四国・紀伊半島近傍で見られる．第 ₆図 bで
は南西流北縁に沿って高比湿ゾーンが四国・紀伊半島
域に伸びており，高気圧性循環域には低比湿域と発散

域が見られる．第 ₆図 cでは大きな水蒸気流束が東シ
ナ海南部から西日本に向かって流入している．第 ₆図
dでは四国上空に収束域の中心がある．この時刻の
ERA解析では，低気圧は対馬付近に，₉₂₅hPa渦度極
大域は山陰沖に，₇₀₀hPa上昇流極大域は₉₂₅hPaの収
束域上空に位置していた（図省略）．
　₂₄日₁₈時（紀伊半島降水極大期）の ERA₉₂₅hPa解
析図（図省略）の風速場・水蒸気流束場の状態は₁₂時
における状態とほぼ同じであるが，高湿域・収束域は
紀伊半島域に東進していた．
　九州豪雨期（₂₃日₁₂時）には梅雨前線低気圧は対馬
海峡に位置し，高湿域・下層収束域は梅雨前線低気圧
東側の九州西岸に位置していた（二宮　₂₀₂₁a）．すなわ
ち，上記の高湿域・下層収束域は衰弱しつつ東進した
梅雨前線低気圧に伴って東進していた．
　第 ₇図は₇₇₈（潮岬）における₂₄日₁₂時の高層観測の
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第 ₄図　 ₇₇₈（潮岬）の高層風の p－時間分布図． ₁
矢羽根は ₅ m/sの風速を示す．

第 ₅図　 ₂₃日₀₆時－₂₅日₀₆時の₇₄₁（松江），₈₉₈（清
水），₈₉₉（室戸），₇₇₈（潮岬）の海面気圧
の変化．



エマグラム（log p‒Tダイヤグラム）であり，相対湿
度（RH）と風速の鉛直分布も図示した．₈₂₀‒₈₅₀hPa
に弱い安定層があり，その近傍に風速の極大が観測さ
れている．相対湿度₉₀％以上の高湿度層は₅₄₀hPaに

達し，₄₂₀hPaまで湿潤中立
成層がある．
　₂₄日₀₀時（図省略）には下
層（₁₀₀₀‒₉₀₀hPa）に高湿度
層があり，₈₅₀‒₈₀₀hPaでは湿
度が減少していた（₈₁₀hPaで
は₆₅％）．₂₅日₀₀時（図省略）
には₉₀％以上の相対湿度は
₁₀₀₀‒₆₀₀hPa層で観測された．

₅． 四国・紀伊豪雨の雲・降
水システム

　梅雨前線低気圧に伴った雲
クラスターの変化について二
宮（₂₀₂₁b）の報告を引用す
る：「クラスターはその西方
海上で新たに発生した対流雲
群の既存のクラスターへの併
合によって維持され，対流雲
群の発生位置の南下がクラス

ター全体の南下を引き起こした．対流雲群は，₂₃日₀₀‒
₀₃時には対馬近傍で，₂₃日₀₃‒₀₆時には五島―長崎半
島西岸で，₂₃日₀₉‒₁₃時には長崎半島―天草西岸で，₂₃
日₁₅‒₁₈時には熊本県南部―鹿児島県北部西岸で，₂₄
日₀₀‒₀₆時では鹿児島県南部西岸で発達し，クラス
ターも南東に移動した」
　第 ₈図 aは₂₄日₀₂:₃₁，bは₂₄日₁₁:₃₁，cは₂₄日₂₃:₃₁
の GMSIR画像である．₂₃日には低気圧暖域で雲クラ
スターが持続したが（二宮　₂₀₂₁b），₂₄日₀₂:₃₁には後
続の対流雲群が暖域の南部に発生し，クラスターは九
州中・南部に移動した．その後クラスターは九州南
部―四国南岸沖に移り（b，c），四国・紀伊豪雨が発
生した．四国南方のクラスター雲頂黒体温度（TBB）観
測値は－₆₀から－₅₀℃であった（九州豪雨時の TBB

は－₇₀℃であった）．
　次に四国・紀伊半島の測侯所 ₃地点と地域観測所 ₃
地点の地上観測データを調べる．測侯所は岬に位置
し，地域観測所は岬から離れている（第 ₁図）．当時の
地上気温・風速データは気象官署では ₃時間間隔，地
域観測所では ₁時間間隔である．これらの測侯所の標
高と風速計設置高度を第 ₁表に示す．
　四国南西部の L₇₄‒₄₃₆（佐賀）と₈₉₈（清水）のデー
タを第 ₉図に示す．L₇₄‒₃₃₆（佐喜浜）と₈₉₉（室戸）
のデータ，及び L₆₅‒₃₀₆（西川）と₇₇₈（潮岬）のデー
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第 ₆図　 ₄日₁₂時の₉₂₅hPa面 ERA解析図．a）は風速分布図（矢羽根表記，m/s
単位），b）は比湿分布図（等値線間隔： ₁ g/kg），c）は水蒸気流束（単
位：（g/kg）（m/s）），d）は発散分布図（等値線間隔： ₅ ×₁₀－₅s－₁）．

第 ₇図　 ₂₄日₁₂時における₇₇₈（潮岬）の高層観測
の気温のエマグラム．細破線は₁₀₀₀hPaの
₂₇℃を通る湿潤断熱線．相対湿度，風速分
布も記入した．



タの図は省略した．強い降水は四国では₂₄日₁₅時頃
に，紀伊半島では₂₅日₀₃時頃に終止した．
　測侯所と地域観測所では，降水ピーク発現時刻・降
水量極大値が異なる．地上気温の変動は気象官署では
小さく地域観測所では大きい．これらの差異は岬と岬
から離れた位置の差異によると考えられる．気象官署
における風速変動幅は大きく変動時間スケールは長
く，地域観測所における風速は小さく変動時間スケー
ルは短い．この差異は風速計設置高度や観測の時間間
隔の差違にもよる．観測環境・観測時間間隔が異なる観
測データの比較は困難で，現象を正確に把握できない．
　第 ₉図の降水時系列と九州豪雨の時系列（二宮　₂₀₂₁
の第 ₅図）と比較しよう．₈₀₀（厳原）では ₁回の ₁時
間降水ピークが，₈₁₇（長崎）では ₃時間におよぶ降水

ピークが，₈₁₉（熊本）と₈₂₄（人吉）では数時間周期
の降水ピークが観測されていた．一方，四国では中程
度の強雨が数時間持続し，その中に降水ピークが出現
している．
　さらに室戸レーダの観測データを調べる．₁₉₈₂年に
はレーダ観測のデジタル処理・地形性エコー除去処理
はされていない．レーダ観測所では PPI（Plan‒Posi-
tion Indicator）scopeのエコー分布を地図に転写し
FAXで各気象官署に送信していた．本調査では FAX
送信図を使用した．第₁₀図 aは₂₄日₀₄時，bは₁₅時，
cは₁₇時，dは₂₃時のエコー分布図である．エコー分
布図の黒塗り部分は強いエコー（S; ₁時間降水量₁₆‒
₆₄mmに相当），ハッチ部分は中程度エコー（M; ₄ ‒
₁₆mmに相当）を示している．幾つかの Sエコーのエ
コー頂高度（m）も記入した．
　第₁₀図 aでは四国南西部に強い降水エコーが観測さ
れている．この降水系は九州東南部から東進した．第
₁₀図 b，c，dでは四国・紀伊南方海上の下層南西流
ゾーン内に列状エコーが見られる．この列状エコーは
九州豪雨後期に九州中部で観測された線状エコー（二
宮　₂₀₂₁bの第₁₂図 f）に比較すると幅広い．列状エコー
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第 ₁表　観測所の標高と風速計設置高度．

地点名：地点番号 標高 風速計高度
清水測侯所：₈₉₈ ₃₁m ₁₅m
室戸測侯所：₈₉₉ ₁₈₅m ₂₂m
潮岬測侯所：₇₇₈ ₆₈m ₁₅m
佐賀　：L₇₄－₄₃₆ ₀₃m  ₇m
佐喜浜：L₇₄－₃₃₆ ₂₆m 風速計無し
西川　：L₆₅－₃₀₆ ₁₅₀m ₁₀m

第 ₈図　 a）は₂₄日₀₂:₃₁，b）は₂₄日₁₁:₃₁，c）は₂₄
日₂₃:₃₁の GMSIR雲画像．

第 ₉図　 a）は L₇₄‒₄₃₆（佐賀），b）は₈₉₈（清水）
の地上観測時系列データ．カッコ内の数
字は観測点の標高を示す．



内部には複数の積雲スケールのエコーが見られる．第
₉図に見られる継続した降水は列状エコーに伴い，短
時間降水ピークは列状エコー内の積雲スケールの強い
エコーに伴っていた．

₆． 他の豪雨事例研究との比較と問題点
₆.₁　類似事例
　₁₉₇₉年 ₇月₁₄‒₁₅日の対流雲クラスターに伴った九
州豪雨（Ninomiya et al. ₁₉₈₁）事例は本事例に類似し
ている．この事例では梅雨前線低気圧に伴う雲クラス
ターが九州上空を通過し，豪雨（最大 ₁時間降水量は
₁₀₀mm）をもたらした．低気圧は衰弱しつつ東進しク
ラスターも四国南岸を東進した．降雨域は九州西岸域
から九州南部，さらに四国南西部に移動し，宿毛測侯
所では₂₆mmの ₁時間雨量が観測された．

₆.₂　豪雨の降水バンドとシアーライン
　九州豪雨では降水バンドに伴った地上風シアーライ
ンが観測された（二宮　₂₀₂₁b）．本事例では列状エコー
の南側の海上に風観測データが無く，列状エコーに伴
うシアーラインは確認できない．

₆.₃　₁₉₈₂年 ₇月九州豪雨の過程について
　Ogura et al（₁₉₈₅）は九州豪雨を降水バンド南下，
停滞・塊状への再組織化，熊本豪雨の ₃ステージに分
類した．四国・紀伊豪雨は九州豪雨の第 ₄ステージに
相当すると考えられる．

₆.₄　九州豪雨の再現実験との比較
　Ninomiya et al.（₁₉₈₄）の₄₂km格子モデルによる再
現実験では低気圧暖域近傍の九州豪雨は再現され，衰
弱期の低気圧南側の四国・紀伊豪雨も再現された．

₆.₅　四国・紀伊豪雨と地形効果について
　Yoshizaki et al.（₂₀₀₀）の数値実験は₁₉₉₈年 ₆月₂₆日
の「南西―北東に伸びる降水バンド」の維持に寄与し
た長崎半島の地形効果を示した．本事例の海上の降水
バンドの維持に寄与した特定の地形は見られない．

₆.₆　雲クラスターの変化
　雲クラスターはその西方海上で新たに発生した対流
雲群の既存のクラスターへの併合によって維持され，
新しい対流雲群の発生位置の変位が雲クラスター全体
の移動を引き起こした．しかし対流雲群の発生位置の
変化をもたらした原因は不明である．

₆.₇　豪雨の全過程の調査
　今後，豪雨事例解析では豪雨最盛期以後を含む全過
程の調査が望まれる．

₇． まとめ
　₁₉₈₂年 ₇月₂₄‒₂₅日の四国・紀伊豪雨を観測デー
タ・再解析データに基づいて調べた．その結果は下記
のように要約される．
₁）₂₃‒₂₄日に対馬海峡上に位置した梅雨前線中規模
低気圧の暖域で持続した雲クラスター内の降水系

が九州豪雨をもたらし
た．₂₄日₁₂時以降低気圧
は山陰地方近傍で衰弱し
九州の降水は減少した
が，衰弱期の低気圧の南
側の湿潤南西流近傍の四
国・紀伊南岸で豪雨が発
現した．

₂）雲クラスターは西方海上
で発生した対流雲群の既
存のクラスターへの併合
によって維持され，新し
い対流雲群の発生位置の
南下に伴って雲クラス
ターが南東進し四国沖へ
移動し，大雨域も四国・
紀伊半島に移った．

₃）上記の観測的事実は九州
豪雨と四国・紀伊豪雨は
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第₁₀図　 a）は₂₄日₀₄時，b）は₁₅時，c）は₁₇時，d）は₂₃時の室戸レーダのエコー
分布図．黒塗り域は強いエコー（S：₁時間降水量₁₆－₆₄mm），ハッチ域は
中程度エコー（M：₄－₁₆mm）を示す．エコー頂高度（m）も記入した．



本事例の梅雨前線低気圧に伴って発現した一連の
降水現象であったことを示している．

₄）衰弱期の低気圧南方の太平洋高気圧北縁で湿潤南
西流が強まり，エコーバンドが四国・紀伊半島沿
岸部に豪雨をもたらした．₂₅日には低気圧は衰弱
し紀伊半島の降水も終止した．
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Abstract

　Shikoku‒Kii intense rainfalls in 24‒25 July 1982 are studied by using observational data and reanalysis 

data. A Baiu frontal depression developed over the Tsushima Strait in 23‒24 July. The successive develop-

ment of mesoscale precipitation systems in the warm‒sector of the depression caused intense rainfalls over 

Kyushu. The depression weakened gradually after 12 UTC 24th, and intense rainfall area shifted from 

Kyushu to Shikoku‒Kii area. Low‒level moist southwesterly flow was intensified to the south of the weak-

ened depression. Belt of convection in the southwesterly flow caused intense rainfalls over coastal zone of 

Shikoku‒Kii area. The Kyushu intense rainfalls occurred in the developing stage of the Baiu frontal depres-

sion, while the Shikoku‒Kii intense rainfalls occurred in the weakening stage of the depression.


